[image: image1.emf]合計特殊出生率について

[image: image2.emf]期間合計特殊出生率とコーホート合計特殊出生率について

[image: image3.emf]○　合計特殊出生率には次の２つ種類がある。

　　Ａ　「期間」合計特殊出生率　　‥　ある期間の出生状況に着目したもので、その時点における各年代（15～49歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の女性の出生率を合計したもの。女子人口の年齢構成の違いを除いた出生率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として、年次比較、国際比較、地域比較に用いられている。

　　Ｂ　「ｺｰﾎｰﾄ」合計特殊出生率　‥ある世代の出生状況に着目したもので、同一年生まれ（ｺｰﾎｰﾄ）の女性の　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出生率を過去から積み上げたもの

○　実際に「１人の女性が一生の間に生む子どもの数」はＢのｺｰﾎｰﾄ合計特殊出生率であるが、それに相当するもの　

　として一般に用いられているのはＡの期間合計特殊出生率である。これは、各年齢の出生率が世代（コーホート）

　によらず同じであれば、この二つの「合計特殊出生率」は同じ値になるからである。

○晩婚化・晩産化が進行している状況では、各世代の結婚や出産の行動に違いがあるため、すべての世代の

　出生率を合計している期間合計特殊出生率は、コーホート合計特殊出生率の値と異なる。
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[image: image8.emf]平成15年における「35～39歳」世代のこれまでのコーホート合計特殊出生率は約1.55


[image: image9.emf]○　平成15年の「期間」合計特殊出生率は1.29であるが、これは、現在、晩産化の進行中であり、出産を終えた世代の

　高年齢時における低い出生率と、晩婚化・晩産化により出産を先送りしている世代の若年齢時の低い出生率の合計で

　あり、実際に「一人の女性が一生の間に生む子どもの数」より低く現れている。

○　年齢階級別の出生率の近年の傾向をみると、35歳以上で上昇しており、先送りした出産が行われている。このため、

　将来の世代の晩産化に歯止めがかかると、「期間」合計特殊出生率の上昇が見込まれると考えられる。

○　「コーホート」合計特殊出生率はその世代が50歳になるまで実績は得られないが、例えば、平成15年における「35

　～39歳」の世代（昭和39～43年（1964～1968年）生まれ）について、これまでの出生率の合計をごく粗く計算すると

　約1.55であり、この世代の「一人の女性が一生の間に生む子どもの数」は少なくともこの水準を上回るものと見込ま

　れる。


[image: image10.emf]（参考）


[image: image11.emf]晩産化が進む中で、「期間」合計特殊出生率が一時的に見かけ上の低率を示すメカニズム
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（注）上記の図の数値は、モデル的に付したものであり、実数値とは異なる。


[image: image13.emf]時　点


[image: image14.emf]期間合計特殊出生率とコーホート合計特殊出生率

53 58 63 平成5年 10 15

(1978) (1983) (1988) (1993) (1998) (2003)

2.14 1.79 1.80 1.66 1.46 1.38 1.29

　 15～19 歳 0.0238 0.0173 0.0223 0.0187 0.0183 0.0225 0.0280

20～24 0.5549 0.4232 0.3546 0.2618 0.2119 0.1942 0.1892

25～29 1.0299 0.9345 0.9267 0.7972 0.6283 0.5278 0.4490

30～34 0.4250 0.3411 0.4120 0.4693 0.4667 0.4732 0.4333

35～39 0.0935 0.0664 0.0760 0.0987 0.1198 0.1485 0.1678

40～44 0.0127 0.0088 0.0087 0.0103 0.0130 0.0173 0.0227

45～49 0.0006 0.0004 0.0003 0.0003 0.0003 0.0005 0.0006

注：人口動態統計(確定数)により作成。

平成15年までに得られた各世代のコーホート合計特殊出生率（ごく粗い計算）

　　35～39歳の世代　 　　1.55 =  0.0223 + 0.2618 + 0.6283 + 0.4732 + 0.1678  (15～39歳まで)

　　40～44歳の世代　　 　1.81 =  0.0173 + 0.3546 + 0.7972 + 0.4667 + 0.1485 + 0.0227  (15～44歳まで)

　　45～49歳の世代　　 　1.98 = 0.0238 + 0.4232 + 0.9267 + 0.4693 + 0.1198 + 0.0173 +  0.0006  (15～49歳まで)

　　 「35～39歳の世代」は、昭和39～43年生まれ、「40～44歳の世代」は、昭和34～38年生まれ、「45～49歳の世代」は、昭和29～33年生まれ。

　　　各5歳階級の世代について、過去5年ごとの出生率を合計したもの。
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